昇級審査筆記試験問題
次の各問において正解の番号を、下記の解答欄に記入せよ。

１．全空連第二指定形は全部で何種類あるか。
１）６種類
２）８種類
３）10種類
２．組手競技において「あとしばらく」の合図があるのはどの時点か。
１）試合終了30秒前
２）試合終了15秒前
３）試合終了10秒前
３．個人組手又は団体組手代表決定戦において、ポイント数が０－０で終了した場合。
　１）判定により勝敗を決定する。

　２）1分間の再試合を行う。

　３）どちらかが得点するまで再試合を続ける。
４．各種目における試合場内への入場について正しいものはどれか。

　１）団体種目の補欠選手は、一緒に入場してもよい。

　２）雑巾やスプレー類を持った者は、選手でなくても入場してよい。

　３）出場選手及び定められた監督以外は入場してはならない。

５．個人種目に出場予定の選手が急に出場できなくなった。

　１）その選手は「棄権」となる。

　２）他に出場希望選手がいたので勝手に出場した。

　３）本部に届け出れば、他の選手でも出場できる。

６．組手競技において、反則、失格、棄権があった場合、試合記録としてのポイント数はどうなるか。
１）反則、失格、棄権した選手はゼロ、勝利した選手は変更なし。
２）反則、失格、棄権した選手はそのまま、勝利した選手は８ポイント差がつくように加算する。
３）反則、失格、棄権した選手はゼロ、勝利した選手は８ポイントとする。
７．団体組手において、勝者が同数でありかつ勝敗者の取得ポイント合計も同数の場合。

　１）もう一度全員でやり直す。

　２）「代表決定戦」で勝敗を決定する。

　３）審判団が協議をして勝敗を決定する。

８．相手の蹴りを払い、完全に背を向けたところに中段突きをきめた場合。

　１）「有効」となる。　　２）「技有り」となる。　　３）「一本」となる。

９．主審が、競技者の髪が長すぎる、或いは不潔であると判断した場合。

　１）副審と相談の上、出場資格をはく奪することができる。

　２）そのような理由で出場資格をはく奪されることはない。

　３）審判長の承認により、出場資格をはく奪することができる。

10．危険な投げ技で相手を倒した競技者に課せられる罰則は何か。
　１）カテゴリー１である。

　２）カテゴリー２である。

　３）主審が罰則の種類を決定する。
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昇級審査筆記試験問題

次の各問において正解の番号を、下記の解答欄に記入せよ。

１．組手競技において、赤の選手にカテゴリー１又はカテゴリー２の「警告」が宣告された。このとき青の選手はどうなるか。
１）何も与えられない。
２）「技あり」が与えられる。
３）「有効」が与えられる。
２．組手競技において、投げ、又はその他の技をかけようとせず、組み合い、レスリング、押し合い、つかみ合い又は胸をつき合わせた場合、どのような罰則が与えられるか。
１）カテゴリー１
２）カテゴリー２
３）口頭で厳重注意
３．相手に足払いを行い、完全に倒れたところに上段突きをきめた場合。

　１）「有効」となる。

　２）「技有り」となる。

　３）「一本」となる。

４．全空連の第一指定形は何種類あるか。

　１）８種類　　２）９種類　　３）10種類

５．組手競技において双方の選手が長い時間技を出さなかった場合。

　１）カテゴリー１が与えられる。

　２）「不活動」としてカテゴリー２が与えられる。

　３）何も与えられない。
６．組手競技で、主審が「やめ」を宣告した直後の行為として正しいものはどれか。

　１）相手が無防備になったので攻撃した。

　２）直ちに攻撃を止めた。

　３）相手も続ける気配だったので続行した。

７．組手競技において、主審が肘を曲げながら人差し指で競技者の顔面を指した。この意味は何か。

　１）カテゴリー１の合図
　２）カテゴリー２の合図
　３）積極的に攻撃をしなさいという合図。

８．形競技者が、申告した形と異なる形を演武した場合。

　１）そのまま判定する。

　２）もう一度申告し直させる

　３）「反則」となる。

９．組手競技において、相手に打撃を与えた時のペナルティについて。

　１）最初に宣告されるのは「忠告」である。

　２）「警告」後、軽く当たったので「忠告」を宣告された。

　３）打撃の程度により「忠告」「警告」「反則注意」「反則」のいずれも宣告されることがある。

10．組手競技において、残り時間１５秒未満で逃避行為を行った選手に対し、それまで罰則が与えられていない場合、どのような罰則が与えられるか。
　１）C2「警告」２）C2「反則注意」３）C2「反則」
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次の各問において正解の番号を、下記の解答欄に記入せよ。

１．相手のウエストより下をつかみ持ち上げて投げたり、脚を引っ張る行為をした場合の罰則は何か。
１）カテゴリー１　
２）カテゴリー２
３）失格
２．負傷を誇張したと判断した場合に与えられる罰則は何か。（それまで罰則は与えられていなかったものとする）
１）最低でもカテゴリー１反則注意
２）最低でもカテゴリー１警告
３）最低でもカテゴリー２反則注意
３．相手が自ら倒れたところに上段突きをきめた場合。

　１）「有効」となる。　　２）「技有り」となる。　　３）「一本」となる。

４．組手競技において双方の選手が長い時間技を出さなかった場合。

　１）カテゴリー１が与えられる。

　２）何も与えられない。

　３）「不活動」としてカテゴリー２が与えられる。

５．組手競技において、安全具のいずれか一つでも装着せずに入場した場合。

　１）他の人から借りて出場する。

　２）手元にないので、そのまま競技する。

　３）１分間ルールを適用しても改善できなかった場合、「反則負け」となる。

６．団体組手において、勝者が同数でありかつ勝敗者のポイント取得合計も同数の場合。

　１）もう一度全員でやり直す。

　２）「代表決定戦」で勝敗を決定する。

　３）審判団が協議をして勝敗を決定する。

７．テーピング・サポーターの使用について。

　１）白色かベージュのみ使用が可能である。但し両方を重ねて使用することはできない。

　２）色について特に規定はない。

　３）いかなる場合も使用は禁止されている。

８．組手競技において、両手で相手をつかんで投げようとした場合。

　１）カテゴリー１のペナルティが与えられる。

　２）カテゴリー２のペナルティが与えられる。

　３）ペナルティは与えられずに「続けて始め」となる。
９．組手競技において、残り時間１５秒未満で逃避行為を行った選手に対し、それまで罰則が与えられていない場合、どのような罰則が与えられるか。
　１）C2「警告」２）C2「反則注意」３）C2「反則」
10．団体組手本戦において、同点で終了し、「先取」のアドバンテージがない場合。
　１）判定により勝敗を決定する。

　２）引き分けとなる。
　３）1分間の再試合を行う。
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次の各問において正解の番号を、下記の解答欄に記入せよ。

１．次の中で、その行為自体が禁止されているものはどれか。
１）相手のウエストより下をつかみ持ち上げて投げたり、脚を引っ張る行為。
２）相手の蹴り足をつかんだまま、軸足を払う行為。
３）倒れた相手に対する蹴り技。
２．組手競技において、連続攻撃が、ワン・ツーともに極まった。このとき技のポイントはどうなるか。
１）「有効」　２）「技あり」　３）「一本」
３．危険な投げ技で相手を倒した場合、競技者に課せられる罰則は。

　１）カテゴリー１である。

　２）カテゴリー２である。

　３）主審が罰則の種類を決定する。

４．形競技者が、申告した形と異なる形を演武した場合。

　１）そのまま判定する。

　２）もう一度申告し直させる。

　３）反則となる。

５．個人組手又は団体組手本戦において、同点で終了し、「先取」のアドバンテージがある場合。

　１）「先取」のアドバンテージを取得している側が勝つ。
　２）判定により勝敗を決定する。

　３）再試合を行う。
６．組手競技において、主審が肘を曲げながら人差し指で競技者の顔面を指した。この意味は何か。

　１）カテゴリー１の合図
　２）カテゴリー２の合図
　３）積極的に攻撃をしなさいという合図。

７．組手競技において、反則、失格、棄権があった場合、試合記録としてのポイント数はどうなるか。
１）反則、失格、棄権した選手はゼロ、勝利した選手は変更なし。
２）反則、失格、棄権した選手はそのまま、勝利した選手は８ポイント差がつくように加算する。
３）反則、失格、棄権した選手はゼロ、勝利した選手は８ポイントとする。

８．相手に足払いを行い、体勢が崩れたところに中段突きをきめた場合。

　１）「有効」となる。　　　２）「技有り」となる。　　　３）「一本」となる。

９．メガネ、コンタクトレンズ（ハード）の使用について。

　１）形・組手ともに禁止である。

　２）形はよいが、組手は禁止である。

　３）形・組手ともに自由である。
10．組手競技において、赤の選手にカテゴリー１又はカテゴリー２の「警告」が宣告された。このとき青の選手はどうなるか。
１）何も与えられない。　２）「有効」が与えられる。　３）「技あり」が与えられる。
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次の各問において正解の番号を、下記の解答欄に記入せよ。

１．組手競技において、上段突きが相手のメンホー又は喉（のど）に「触れた」場合、攻撃した選手はどうなるか。
１）技がきまっていれば「有効」が与えられる。
２）カテゴリー１が与えられる。
３）技も罰則も与えられない。
２．組手競技において、投げ、又はその他の技をかけようとせず、組み合い、レスリング、押し合い、つかみ合い又は胸をつき合わせた場合、どのような罰則が与えられるか。
１）カテゴリー１
２）カテゴリー２
３）口頭で厳重注意
３．個人組手又は団体組手本戦において、同点で終了し、「先取」のアドバンテージがある場合。

　１）「先取」のアドバンテージを取得している側が勝つ。
　２）判定により勝敗を決定する。

　３）再試合を行う。
４．メガネ、コンタクトレンズ（ハード）の使用について

１）形・組手ともに禁止である。

２）形はよいが、組手は禁止である。

３）形・組手ともに自由である。

５．組手競技において双方の選手が長い時間技を出さなかった場合。

　１）カテゴリー１が与えられる。

　２）何も与えられない。

　３）「不活動」としてカテゴリー２が与えられる。

６．試合に出場するにあたっての身なりについて正しいものはどれか。

１）髪の毛が邪魔な場合、鉢巻やヘアバンドの使用が認められている。

２）道着のすそが少し長い場合、内側に折り曲げて出場してもよい。

３）ひじ、ひざが見えるような短い道着を着用していると１分間ルールの対象になる。

７．組手競技において反則、失格、棄権があった場合、試合記録としてのポイント数はどうなるか。
１）反則、失格、棄権した選手はゼロ、勝利した選手は変更なし。
２）反則、失格、棄権した選手はそのまま、勝利した選手は８ポイント差がつくように加算する。
３）反則、失格、棄権した選手はゼロ、勝利した選手は８ポイントとする。

８．競技場の広さは原則として１辺が何メートルの正方形か。

１）８ｍ　　２）９ｍ　　３）10ｍ

９．組手競技において、相手に打撃を与えた場合のペナルティについて。

１）最初に宣告されるのは「忠告」である。

２）「警告」後、軽く当たったので、「忠告」を宣告された。

３）打撃の程度により「忠告」「警告」「反則注意」「反則」のいずれも宣告されることがある。
10．場外に出た場合、競技者に課せられる罰則は

１）カテゴリー１である。

２）カテゴリー２である。

３）状況に応じて主審が罰則の種類を判断する。
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次の各問において正解の番号を、下記の解答欄に記入せよ。

１．組手競技において、上段蹴りが「非常に軽く接触（スキンタッチ）した」場合、攻撃した選手はどうなるか。
１）技がきまっていれば「一本」が与えられる。
２）カテゴリー１が与えられる。
３）技も罰則も与えられない。
２．組手競技において、主審の命令に従わないこと、相手選手に話しかけること、又は相手を刺激する行為を行った選手に対してはどのような罰則が与えられるか。
１）カテゴリー１
２）カテゴリー２
３）口頭で厳重注意
３．組手競技において、主審が競技者に向かって胸の前で手首を交差させ、「Ｘ」をつくった。

　１）過度の接触技があった。

　２）接触を伴わない反則があった。

　３）積極的に攻撃しなさいという合図。

４．競技場の広さは原則として１辺が何メートルの正方形か。

　１）７ｍ　　２）８ｍ　　３）９ｍ

５．団体組手本戦において、ポイント数が０－０で終了した場合。

　１）判定により勝敗を決定する。

　２）引き分けとなる。

　３）再試合を行う。
６．団体組手において勝者同数の場合。

　１）勝者の取得本数の合計によって決定する。

　２）敗者の取得本数の合計によって決定する。

　３）出場選手全員の取得本数の合計によって決定する。

７．組手競技において、安全具のいずれか１つでも装着せずに入場した場合。

　１）他の人から借りて出場する。

　２）手元にないので、そのまま出場する。

　３）１分間ルールを適用しても改善できなかった場合、「反則負け」となる。
８．組手競技において、メンホーに対する正しい考え方はどれか。

　１）皮膚の一部と考え競技をする。

　２）少し当てるくらいの気持ちで競技する。

　３）当ててもよいようにつくられているので、当てるつもりで競技をする。

９．競技中に、無防備状態で相手の上段突きがメンホーに軽く接触した場合、競技者への罰則は。

　１）カテゴリー１である。　２）カテゴリー２である。　３）主審が罰則の種類を決定する。

10．負傷を誇張したと判断した場合に与えられる罰則は何か。（それまで罰則は与えられていなかったものとする）
１）最低でもカテゴリー１反則注意
２）最低でもカテゴリー１警告
３）最低でもカテゴリー２反則注意







